
 

取扱説明書           温度センサ 

2022.10 
この度は，弊社の温度センサをご購入いただきまことありがとうございます。 
ご使用前にこの取扱説明書(以下，本書)をよくお読みいただき，正しくお使いください。 
誤った取扱いなどによる事故防止のために，本書は最終的に温度センサをお使いになる方のお手もとに，確実
に届けられるようお取り計らいください。 
 

温度センサをお使いになる前にお読みください。 

1. 開梱と同時に温度センサの点検 

    ・製品には温度センサの種類が記載されている 

   銘板が付いています。 

    発注されたものと同一であるか，また数量不 

      足，損傷がないかご確認ください。 

2. 取付け時の注意事項 

 2.1 温度センサを乱暴に取扱わないでください。 

    ・温度センサは種類によって，相当な質量があ 

      りますので，誤って落下させると大変危険で 

    す。 

     また，温度センサは精密機器ですので，落下 

    等の衝撃が原因で故障する場合があります。 

  ・磁器保護管を用いた温度センサは，熱ショッ 

   クや機械的衝撃に弱いため，予熱を行う等の 

   一層の注意が必要です。 

 2.2 リード線付温度センサのリード線を無理に引 

   っ張らないでください。 

  ・リード線付温度センサのリード線を無理に引 

   っ張ると，接続部分が断線する恐れがありま 

     す。 

  ・フレキシブルチューブでリード線が保護され 

   ている場合，かみ合わせ部分が外れる場合が 

   あります。 

  ・樹脂固定接続部(スリーブ)近傍では，無理に 

   曲げないでください。 

 2.3 端子への導線接続時の極性確認を行ってくだ 

   さい。 

  ・温度センサの端子へ導線を接続する場合は， 

   極性を十分に確認して行ってください。 

   極性を間違えて接続すると大きな温度誤差が 

   生じ，正しい温度計測ができません。 

      (規格により補償導線の色別は異なりますか 

   ら注意が必要です。) 

 2.4 導線接続後，端子箱の蓋は締付けてください。 

  ・導線接続後，パッキンの装着を確認した後， 

   端子箱の蓋を確実に締めて，異物，雨水等の 

   侵入を防いでください。 

 2.5 ねじ，フランジ等の接続は確実に行ってくだ 

   さい。 

  ・ねじで接続する場合，テーパねじにはシール 

   テーブル，またはシール剤を，平行ねじの場 

   合，ガスケットを用いて必ずスパナで締付け 

   てください。 

  ・フランジ接続の場合，必ず指定されたガスケ 

   ットを用い均等にボルトを締付けてください。 

 2.6 シース形温度センサの曲げる箇所について 

  ・シース形温度センサはシース外形の 2倍の半 

   径まで曲げ加工は可能です。(曲げた箇所を戻 

   すと破損することがあります。) 

    ・現地でシースを曲げる場合，安全のためシー 

   ス外径の 5倍程度以上の半径で曲げてくださ 

   い。また，シース測温抵抗体の先端部には， 

   抵抗素子が入ってますので，先端から 100 mm 

   は絶対に曲げないでください。 

 2.7 端子部，またはリード線との接続部は 80 以 

   上の高温にならないようにしてください。 

  ・温度センサと導線の接続箇所を，周囲温度が 

   高温(80 以上)の場所にさらされると，絶縁 

   抵抗が低下したり，温度誤差が生じることが 

   あります。 

   高温用の指定がない温度センサの端子部，ま 

   たはリード線との接続部は，周囲温度が 80  

   以下になるようにしてください。 

3. 保守・点検 

 3.1 温度センサの分解・修理は行わないでくださ 

   い。 

  ・温度センサは使用条件ごとに違う仕様で製作 

      していますので，現地での分解，修理，改造 

   は絶対に行わないでください。 

    ・温度センサを発注時の用途以外に転用しない 

   でください。 

  ・装置に取付けられた温度センサを足場や支持 

   具に使用すると，破損や断線の原因になるこ 

   とがあります。 

 3.2 運転停止と常温・常圧を確認してください。 

  ・温度センサの設置場所は高温・高圧になって 

   いる場所が多いため，点検・交換作業は運転 

   の停止を確認して，温度・圧力が周囲と同一 

   になってから行ってください。 

4. 温度センサの保管場所 

  ・温度センサを保管する際は，湿度の高い場所 

   ，屋外では絶縁抵抗が低下することがありま 

   ので，必ず乾燥した清浄な屋内に保管してく 

   ださい。 

5. 温度センサを廃棄する場合 

    ・温度センサは必ず産業廃棄物として処理して 

    ください。 
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